ノロウイルスかも…　手洗いはどうする？
＊　手を洗いましょ　トイレのあと　生肉・原材料に触ったら　汚物の処理をしたら
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＊　殺菌剤の種類によって、殺菌できる細菌の種類は変わります

◎：良く効く、○：効く、△：まあまあ効く、×：効かない（それぞれ『例外』はある）

	細菌の種類
	塩素系
	逆性石鹸
	アルコール

	ブドウ球菌・酵母
	○
	◎
	○

	チフス菌・赤痢菌・
大腸菌・コレラ菌
	○
	○
	○

	結核菌
	×
	×
	○

	芽胞
	△
	×
	×

	ウイルス
	△
	×
	○

	カビ
	△
	×
	○


塩素系およびアルコールは効き方には多少むらがありますが、色々な細菌に一応の効果があります。

逆性石鹸は、細菌にはよく効きますが、ウイルスには効きません。

ここ注目！アルコールはノロウイルスには効果なし

＊　みなさん！　時間が短すぎます！　手洗いは『２分間』

夏に、現場に行って、手の検査のために手洗いしていただくと、皆さん「早い！」
１０秒くらいで終わっちゃう人もいます。

それは「洗った」とは言わない「ぬらした」と言う。
日本の歌謡曲は大体短くて、一番当たり一分弱です。

森繁久弥さんの唄う「お～れは　河原ぁ～の　枯れすぅうすき～・・・」てので、５６秒。これを二番まで唄うくらい。手はゆっくり、まったりお洗いください。
お薦めサイト「仁義なき食品衛生」より、「手洗いは習慣、感染は一瞬」けだし名言

＊　こどもの手洗いなんて、信用しちゃだめです
· こどもの手は湿っているせいか細菌検査をすると大人より細菌数は多い。
· 技術的に未熟

· 指導する側も十分な知識や技術がない場合が多い。

· 小さいので、強い薬剤は使えない。

ま、「きやすめ」だと…
＊　洗浄剤はなにがいい？
昨年東京都健康安全研究センターで、調査したところ、手洗い用の「洗浄剤」で
なかなか興味深い結果が出ました。
結論！石鹸は泡が命！
効果のある順

ヨード系＞泡タイプの洗浄剤＞殺菌剤入り石鹸＞液体状石鹸　　だそう。

一番最初の「ヨード系」に釘付けになった方も多いと思います。代表的なのは「イソジンウオッシュ」。消毒剤もあります。「イソジンパーム」と言いますが、これは医薬品のため、なかなか手に入りません。

「イソジンパーム」は、食品現場では使いにくい。
まず、　①値段が高い（100mlで1000円以上する）

②殺菌した皮膚が茶色く着色する（３日くらい残るそうです）
③皮膚を傷めやすい・金属を腐食する。
消毒剤「イソジンパーム」は手術時などに短期間使うもののようです。
「イソジンウオッシュ」の方が食品現場では使いやすい。
ただ「イソジンウオッシュ」も値段は高いので、冬場下痢をしたときに、発症時から二週間程度使うというのが一番効果的かつ効率的な使用方法でしょう。

「イソジンウオッシュ」を買うには、明治製菓へ直に問い合わせるか(03-5764-0230)、お近くの薬局で取り寄せになります。別なメーカーの銘柄もあるようです。

買うときは「ヨード系の洗浄剤」とはっきり指定して買ってください。
なお、ノロウイルスの流行で一儲けをもくろんだ、アルコール系の殺菌剤の商品がたくさん出ています。逆性せっけんや塩素系の消毒剤と組み合わせたものが多い。
どんなセールストークを聞かされても、この手のアルコール系消毒剤はノロウイルスには効きません。特に、「ネコカリシウイルス」で検査を実施しているものは要注意です。だまされないように！
二番の泡タイプの洗浄剤。意外な結果に会場からはどよめきが。

要するに、「石鹸は『泡』が命」なのだと。

残り三種類の差って、泡がどれくらい早くできるかと言うところに集約しそうです。
この３種類の洗浄能力の差はそれほど大きなものではありませんでした。

ちゃんと時間をかけて洗えば、どれもそれなりの効果は期待できます。
手 洗 い は 二 度 洗 い が 効 果 的 

では、

＊　いったいどれくらい手には付くものなのだろう　・・・　しらべました
脱脂綿をぬらして、手を湿らせて、重さを量ってみると、五本の指で約２０ｍｌくらい付くようです。

これは東京都健康安全研究センターに持ちこまれた検便の、ノロウイルスの検出量の表です。

注意してほしいのは、これは
「持ち込み検便」であると言うこと。

発症直後の量を示しているのではないと言うことです。

発症直後は、多分１ｇあたり百億個はノロウイルスがいて、２、３日たつと１ｇあたり百万個になると読むことが正しいように思います。

１ｇあたり百億個の排出量があるときに、上記の量が手に付くとすると。

百億個×２０ｍｌ(＝２０ｍｇ)÷１０００ｍｇ(＝１ｇ)＝２００万個
手を一回洗うと細菌数は約十分の一になりますので、二回洗うと百分の一、手には２万個残る計算になります。これは２千人から２００人の人に感染させることができる数になります。

症状が多少落ち着くと、
２００万個×２０ｍｌ(＝２０ｍｇ)÷１０００ｍｇ(＝１ｇ)＝２万個
これなら、２回洗うと２００個になります。これならなんとか対応できそうです。

ノロウイルスに感染して、症状が治まっても、すぐにウイルスが便から消えるわけではありません。
大体二週間は便にウイルスが出てくると考えてください。

発症後、二週間はていねいに手洗いをしてください。

発症前3～24時間にもウイルスは出てきているという報告もあります。「ノロかな？」シーズンには手洗いを！
＊　ノロウイルスに良く効く消毒剤はない
　　原点にもどって手洗いを、トイレの後、現場に入る前、生で食べるものに触る前
　　朝風呂って言うのも効果的ですよ
原点にもどりましょう　手洗いは衛生の基本です
手くびも忘れず洗う





親指と手のひらをねじり洗いする





指の間を洗う





指先・つめの間を念入りにこする





せっけんをつけ手のひらをよくこする





手のこうをのばすようにこする
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その後水で十分洗い流しペーパータオルなどでよくふき取って乾かす。


親指の洗い残しが多い


ご注意を！
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